




































嶋田 誠 (退伝研 ･進化迫伝)
サバンナモンキー (Ce…pithecusaethiops)は､オナガザル類の中では比較的r戦略的で
あり､アフリカで最も広い分布域を獲得した半地上性旧世界ザルである｡そのため､サバンナの
歴史的変遷と生物地理との関連をアフリカの広い範囲で探る目的に適している｡申請者らは､そ
の中の-亜種 (C.aethiopsaethiops)を重点的に亜種内変異を調べたところ､亜種内のミトコ
ンドリア DNA変異の幅は亜種間のそれに匹敵する場合があろことを発見し､ミトコンドリア
DNA系統における亜種内変異の重要性を示した｡本研究ではさらに他亜種について個体数を増
やして､亜種分化とミトコンドリア遺伝子の系統分化との関係を解明する事を目的とした｡
申請者が過去に試料収集し集団遺伝分野に保管されている､エチオピア野生群由来 C.a.
aethiops､筑波霊長類センター飼育群由来 C.a.pygerythruS､カメルーン野生群由来 C.a.
tantalusについて､ミトコンドリアDNADloop領域 ･12SRNA領域約700bpについて､ダイ
レク.トPCR法により塩基配列を決定した.その結果､亜種内haplogroup間および亜種間の分
岐はほほ同時期であったことを支持し､その年代は40万から160万年前と算出された｡さらに
本研究の解析に加えたCer∽pithecus属の種間は470･630万年前に分岐したという値が得られ
た｡
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